
 

 

佐伯祐正・祐三兄弟の夢を伝える 

光徳寺善隣館を顕彰する動画制作プロジェクト 

一般社団法人 大正・港エリア空き家活用協議会 

 

■活動内容 

洋画家・佐伯祐三は、大阪市北区中津にある光徳寺で生まれ、東京藝術大学卒業後パリに渡り

「郵便配達夫」などの有名な絵を残した。その兄・祐正は祐三ほど有名ではないが、住職を継ぎ

地域福祉の黎明期に私財を投じセルツルメント施設を境内に開設した。大正から昭和の時代に工

場労働者が多く貧困に喘いでいた中津の人々の暮らしが豊かになるよう尽力した人物だ。現在、

佐伯家は祐正・祐三からみると孫の代にあたるが、その想いを引き継ぎ、知的障がい児支援施設

「光徳寺善隣館中津学園」を運営している。 

祐三は道半ば・30歳で逝去したが、兄・祐正もまた、大阪大空襲で重傷を負い 49歳で亡くなっ

た。祐正の想いは代々受け継がれ、その妻が保育園を、息子が障がい児の入所施設を開設した。

その当時の建物は現在では老朽化し、この春、建て替えにより生まれ変わることとなった。これ

を機に、佐伯兄弟の事績、とりわけこれまであまり知られていない、兄・祐正が始めた地域福祉

の先駆的活動を顕彰する動画を制作した。 

動画制作にあたっては、これまで埋もれていた写真や書籍を発掘し、また、祐正の娘・親族、

大阪近代美術史及び大阪地域福祉の専門家にインタビューすることも行った。 

この動画は YouTube を通じ発信し、また、大阪メトロ中津駅のサムネージでの放映を行った。 

 

■コンセプト・ねらい 

・佐伯祐正の取り組みを多くの人に知ってもらいたい 

・佐伯祐正の思いを子孫が継承している姿を知ってもらいたい。 

特に建て替えを機に、地域に開かれた取り組みを再び実施していくことを知ってもらいたい。 

・動画の制作を機に生家や親族が所有する書簡や写真を整理したい。 

・現代美術史や地域福祉の専門家に佐伯祐三・祐正について評論をしてもらいたい。 

・佐伯祐正、祐三の関係者に、生前の二人の話を聞き、記録として残したい。 

 

■活動実績  

・書簡、写真の発掘、整理（接写、スキャニング） 

・佐伯祐正の娘、祐三がよく滞在した姉の嫁ぎ先親族への聞き取り、資料提供、整理（接写、スキ

ャニング） 

・シナリオの作成 

・専門家（近代美術史、地域福祉）への取材、動画出演、時代考証などのアドバイス 

・美術館への絵画・写真の画像使用許可の調整、手続き 

・大阪メトロへの中津駅デジタルサイネージ投影許可申請手続き、当該用動画作成 

・動画制作、編集 

・ナレーション音入れ、動画最終編集 
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・YouTube動画への掲載 

 

■成果・効果  

・動画制作を通じてより多くの人に佐伯祐三、とりわけ佐伯祐正のことを伝えることができた。 

・動画制作をきっかけとして、新たに佐伯祐三・祐正の資料を整理することができた。 

・現中津学園の園長（祐正の孫）が動画制作のプロセスの中で、「佐伯家の取り組みについて詳細に

知ることができ、現在の中津学園の取り組みに誇りを持てるようになった」と回答いただいた。

さらに「これからの取り組みをより充実させることにより意欲的になった」とも回答いただいた。

今後は中津学園の現行事業（障がい児施設、デイサービス事業）の初任者研修で動画を活用する

とのことである。 

 

成果品：URL による閲覧可能動画（下記の URLで閲覧いただけます。） 

本動画（美術館、関係者に配布予定） 

https://youtu.be/cYXmQO2RZQU 

https://www.youtube.com/watch?v=daG-FN4UdAE 

デジタルサイネージ（大阪メトロ中津駅にて 4月 1日から 4月 30日まで放映） 

https://youtube.com/shorts/TNNJc8Uz-pw 

 

■今後の展開 

・今後は建て替え後のオープニングイベントや初任者研修時に動画を放映し、より多くの人に佐

伯祐正・雄三の事績を知っていただく。 

・美術館、関係者などに動画（DVD）を送り、また SNS や施設便りなどで発信することで、より多

くの人に見てもらう機会を増やす。 

・絵画や書簡の使用許可をいただいた美術館や関係施設に完成動画をご提供し、新たに企画展や

施設内での放映の打診を行う。 

 

 

 

 

 

  



活動経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4 月 11 日 関係者（近畿大学寺川研究

室、中津学園、弊社初顔合わせ） 

7月 18日 近畿大学寺川研究室、中津学園

とともに写真、書簡、建築図面等の内容の

確認。橋爪先生に写真・書簡についてのア

ドバイスをいただく。 

7月 18日 佐伯祐正の姉の嫁ぎ先の家系

の方（1段目右端）に聞き取り調査、所有

される写真・書簡等資料を接写 

8月 19日 永岡名誉教授（日本福祉

大学/地域福祉）の取材、動画撮影 

8 月 19 日 永岡名誉教授に祐正と写って

いる人の特定、時代考証、内容のアドバイ

スをいただく 

5 月 3 日 光徳寺内にて、佐伯祐正の娘

（次女）の撮影 



 

 

 

 

 

  

10月 11日 中津学園にて写真の時代考証、

写真、書簡、資料等の整理 

10月 26日 大阪府立北野高校にてヒアリ

ング（佐伯祐三の出身校）、動画掲載絵画

の見学 

11 月 2 日 橋爪名誉教授（大阪大学）に祐

三の生涯についてのアドバイス、当時の地

図による大阪の様子をレクチャーいただく 

11月 6日 橋爪名誉教授（大阪大学/現代

美術史）の動画撮影 

12 月 20日 光徳寺善隣館中津学園・現渡辺

園長（佐伯祐正の孫）の動画撮影 



 

 

 

 

 

 

 

  

3月 3日 永岡名誉教授に（仮）完成動画の

チェックをいただく 

3月 3日 橋爪名誉教授に（仮）完成動

画のチェックをいただく 

3月 14日  

スタジオにて音入れ（ナレーション入れ） 

3月 14日  

スタジオにて音入れ（ナレーション入れ） 

左：動画制作者、右：ナレーター 

4月 1日～4月 30日（予）  

中津駅ホーム内のデジタルサイネージにて

ショート動画を放映 


